
　３月24日に、弥彦小学校で第52回卒業証書授与式
が行われ、卒業生86名が卒業証書を受け取り、新しい
環境へと巣立ちました。
　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

　３月25日に、村内３保育園で卒園式が行われました。
　弥彦保育園では22名、二松保育園では30名、ひか
り保育園では12名の卒園児が「１年生になったら頑張
りたいこと」や「将来の夢」を元気に発表していました。

◀

６年2組

◀

６年3組

◀

６年１組

◀

二松保育園

◀

ひかり保育園

◀

弥彦保育園

祝 ! 卒業・卒園

弥
彦
村
長　

小
林 

豊
彦

　
「
五
年
に
一
回
開
催
を
お
願
い
し
ま

す
」「
そ
ん
な
に
遠
慮
し
て
い
い
ん
で
す

か
」。　昨

年
競
輪
の
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス「
寬
仁

親
王
牌
」開
催
の
お
礼
に
、日
本
競
輪
選

手
会
な
ど
中
央
の
団
体
を
訪
問
し
た
時

の
私
と
ト
ッ
プ
の
会
話
で
す
。

　昨年
五
年
ぶ
り
に
弥
彦
開
催
が
実
現

し
ま
し
た
。こ
れ
で
念
願
の
定
期
開
催

の
道
が
開
け
た
と
の
感
触
を
得
ま
し
た
。

後
は
こ
れ
ま
で
同
様
、粘
り
強
く
陳
情

を
続
け
る
こ
と
で
道
は
必
ず
開
け
る
と

確
信
し
ま
し
た
。冒
頭
の
会
話
の
あ
と

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
三
年
で
開
催
が
決

ま
る
の
で
は
」と
も
感
じ
ま
し
た
。

　それ
が
、な
ん
と
わ
ず
か
二
年
で
ま

た
弥
彦
で
の
開
催
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

開
催
日
は
令
和
五
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
二
十
二
日
で
す
。台
風
が
気
に
な
り

ま
す
が
、こ
れ
で
定
期
開
催
実
現
に
向

け
大
き
く
一
歩
前
進
し
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　地元
競
輪
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
最
強

の
競
輪
選
手
の
レ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

　弥彦
競
輪
場
が
活
気
あ
ふ
れ
る
競
輪

場
と
し
て
存
続
で
き
る
こ
と
も
保
証
さ

れ
ま
す
。し
か
も
開
催
で
約
八
十
億
円

も
の
売
り
上
げ
も
期
待
で
き
ま
す
。関

係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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■
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

■
歳
入
財
源
別

令和4年度

弥彦村の予算
一般会計の総額
44億8,000万円
（対前年度比+10.6％）

　令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
公
営
企
業

会
計
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
て
決
定
し
、
新

年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
予
算
で
は
、
昨
年
度
か
ら
10
・
６
％
増

の
4 4
億
８
，０
０
０
万
円
の
当
初
予
算
額
と
な
り
、
平

成
５
年
度
の
4 4
億
５
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

　弥
彦
村
第
６
次
総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
個
性
を
み
が

い
て
か
が
や
く
弥
彦
村
」
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策

を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
が
ん
ば
れ
弥
彦
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
移

　全
国
各
地
よ
り
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
る
ふ
る
さ
と
納
税
は
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
返

礼
品
の
拡
充
に
よ
り
、令
和
2
年
度
決
算
で
は
4

億
3
，9
1
5
万
円
、令
和
3
年
度
決
算
見
込
み
は

5
億
円
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　令
和
4
年
度
に
お
い
て
も
当
初
予
算
を
4
億
5
千

万
円
と
し
、事
業
経
費
を
除
い
た
部
分
を
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
方
の
希
望
す
る
使
途
事
業
へ
充
当
す
る
と

と
も
に
、村
長
一
任
分
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
重

点
事
業
と
な
る
各
施
策
へ
充
当
し
て
い
き
ま
す
。

　歳
入
で
は
、
税
収
入
の
見
込
み
を
４
，７
５
１
万
円

増
額
の
８
億
８
，０
４
３
万
円
で
計
上
し
た
ほ
か
、
寄

附
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
昨
年
度
か
ら
５
，０
０
０
万

円
増
額
の
４
億
５
，０
０
０
万
円
、
競
輪
事
業
か
ら
の

繰
入
金
を
昨
年
度
か
ら
１
億
円
増
額
の
２
億
円
で
計
上

し
、
そ
の
他
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
合
計
は
昨
年
度
よ

り
２
億
４
８
７
万
円
増
額（
12
・
６
％
増
）と
な
る
18

億
２
，
９
６
４
万
円
で
、歳
入
総
額
の
40
・
8
％（
昨
年

度
40
・
１
％
）と
な
り
ま
す
。

　一
方
、
地
方
交
付
税
は
昨
年
度
か
ら
４
，５
０
０
万

円
増
額
の
15
億
５
０
０
万
円
、
地
方
債
は
昨
年
度
か
ら

１
億
１
，０
２
０
万
円
増
額
の
３
億
６
，３
３
０
万
円

で
計
上
し
、
そ
の
他
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源
合
計
は
昨

年
度
よ
り
２
億
２
，
５
１
３
万
円
増
額（
９
・
３
％
増
）

し
た
26
億
５
，
０
３
６
万
円
で
、
歳
入
総
額
の
59
・

2
％
（
昨
年
度
59
・
９
％
）と
な
り
ま
す
。

企業会計

特別会計

収入総額　７億    ７６２万円
支出総額　８億６,１４５万円
２１７億３,４９０万円

■歳入財源別

ふるさと納税実績の推移

430,742

620,749
355,714

439,151 500,000
450,000

ふるさと納税
（千円）

一般会計歳入総額
に占める割合（％）

H29決算 H30決算 R2決算 R3決算
見込

R4予算R元決算
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10.0

8.0
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4.0

2.0

0.0

税収入
8億8,043万円

19.7%

税収入
8億8,043万円

19.7%

自主財源
18億2,964万円

40.8%

自主財源
18億2,964万円

40.8%依存財源
26億5,036万円

59.2%

依存財源
26億5,036万円

59.2%

地方交付税
15億500万円

33.6%

地方交付税
15億500万円

33.6%

国庫支出金
3億204万円

6.7%

国庫支出金
3億204万円

6.7%
地方債

3億6,330万円
8.1%

地方債
3億6,330万円

8.1% 県支出金
2億975万円

4.7%

県支出金
2億975万円

4.7%

地方譲与税及び
各種交付金

2億7,027万円
6.0%

地方譲与税及び
各種交付金

2億7,027万円
6.0%

分担金・負担金
財産収入
繰越金
諸収入
4億6,310万円
10.3%

分担金・負担金
財産収入
繰越金
諸収入
4億6,310万円
10.3%

寄付金
 4億5,126万円 

10.1%

寄付金
 4億5,126万円 

10.1%

使用料・手数料
3,165万円

0.7%

使用料・手数料
3,165万円

0.7%

繰入金
320万円

0.1%

繰入金
320万円

0.1%

ふ
る
さ
と

■
競
輪
事
業
繰
出
金
推
移

特別会計

企業会計

下
水
道
事
業

収入

支出

収入

支出

収益的
収支

資本的
収支

■
歳
出
目
的
別

　目
的
別
で
見
た
一
般
会
計
歳
出
予
算
の
主
な
増
額

は
、
総
務
費
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
経
費
を
寄
附

額
増
に
あ
わ
せ
２
億
２
，9
0
８
万
円
で
計
上
し
た
ほ

か
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
に
３
，０
９
１
万
円
、
図

書
館
建
設
事
業
に
３
億
３
，０
７
８
万
円
計
上
し
、
３

億
４
，２
７
３
万
円
増
額
の
10
億
５
，２
９
０
万
円
と

な
り
ま
す
。
土
木
費
は
９
，
２
３
３
万
円
増
額
の
５

億
６
，
２
６
７
万
円
と
な
り
、
さ
ら
に
農
林
水
産

業
費
は
３
，
９
０
８
万
円
増
額
の
２
億
１
，
２
６

６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
別
で
お
示
し
す
る

「
令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
」
を
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
、
弥
彦
村
の
強
み
を
活

か
す
歳
出
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、ス
テ
イ
ホ

ー
ム
が
常
態
化
し
、
在
宅
で
楽
し
め
る
数
少
な
い

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
公
営
競
技
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

投
票
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、好
調
な
売
り
上
げ

を
記
録
し
て
い
ま
す
。一
般
会
計
自
主
財
源
の
う

ち
、
競
輪
事
業
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰

出
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
で

は「
寛
仁
親
王
牌
・
世
界
選
手
権
記
念
ト
ー
ナ
メ
ン

ト（
Ｇ
Ｉ
）」の
開
催
も
あ
り
３
億
円
、ま
た
、令
和

４
年
度
当
初
予
算
で
は
２
億
円
の
繰
出
金
を
計
上

し
、一
般
会
計
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合
は
４
・
５
％

と
な
り
ま
し
た
。

特 別 会 計 ・ 企 業 会 計

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

競 輪 事 業

温 泉 事 業

歳 入 歳 出 予 算 額

7億2,800万円

8,990万円

8億9,300万円

200億円

2‚400万円

対前年度比

0.7％増

5.3％増

0.8％増

5.2％減

4.3％増

4億8,481万円

4億4,852万円

2億2,281万円

4億1,292万円

0.4％増

0.5％減

9.7％増

2.7％増

■一般会計 当初予算額の推移 ■歳出目的別

ふるさと納税
事業費以外の総務費
8億2,382万円

ふるさと納税
事業費以外の総務費
8億2,382万円

総務費のうち
ふるさと納税
事業費

2億2,908万円

総務費のうち
ふるさと納税
事業費

2億2,908万円

総務費
10億5,290万円

23.5%

総務費
10億5,290万円

23.5%
その他
4,030万円
0.9%

その他
4,030万円
0.9%商工費

2億4,898万円
5.6%

商工費
2億4,898万円

5.6%

衛生費
2億6,591万円

5.9%

衛生費
2億6,591万円

5.9%

消防費
2億9,142万円

6.5%

消防費
2億9,142万円

6.5%

教育費
3億2,596万円

7.3%

教育費
3億2,596万円

7.3%

公債費
3億7,831万円

8.4%

公債費
3億7,831万円

8.4%

土木費
5億6,267万円
12.6%

土木費
5億6,267万円
12.6%

民生費
10億3,808万円

23.2%

民生費
10億3,808万円

23.2%

議会費
6,281万円
1.4%

議会費
6,281万円
1.4%

農林水産業費
2億1,266万円

4.7%

農林水産業費
2億1,266万円

4.7%

R3 R4R2R 元H30H29H28H27
34.0

35.0

36.0

37.0

38.0

39.0

40.0

41.0

42.0

43.0

44.0

45.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

125.0

130.0

135.0

96.596.5

35.935.9

38.138.1
37.637.6

38.638.6
39.839.8 39.839.8

40.540.5

44.844.8
106.1106.1

98.798.7
102.7102.7 103.1103.1

100.0100.0
101.8101.8

110.6110.6

予算額(億円）予算額(億円） 前年度比(%）前年度比(%）

競輪事業　車券売上・一般会計繰出金推移

1.61.6 1.6

1.4

5.6

4.5

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

11,928,784 12,264,627

13,435,800 15,541,041

23,062,056

19,500,000

200,000300,00080,00070,00070,00070,000

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

H29決算 H30決算 R元決算 R２決算 R3決算見込 R４予算

車券売上（千円） 競輪事業会計からの繰入金（千円） 一般会計歳入総額に占める
繰入金の割合（％）
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■
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

■
歳
入
財
源
別

令和4年度

弥彦村の予算
一般会計の総額
44億8,000万円
（対前年度比+10.6％）

　令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
公
営
企
業

会
計
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
て
決
定
し
、
新

年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
予
算
で
は
、
昨
年
度
か
ら
10
・
６
％
増

の
4 4
億
８
，０
０
０
万
円
の
当
初
予
算
額
と
な
り
、
平

成
５
年
度
の
4 4
億
５
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

　弥
彦
村
第
６
次
総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
個
性
を
み
が

い
て
か
が
や
く
弥
彦
村
」
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策

を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
が
ん
ば
れ
弥
彦
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
移

　全
国
各
地
よ
り
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
る
ふ
る
さ
と
納
税
は
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
返

礼
品
の
拡
充
に
よ
り
、令
和
2
年
度
決
算
で
は
4

億
3
，9
1
5
万
円
、令
和
3
年
度
決
算
見
込
み
は

5
億
円
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　令
和
4
年
度
に
お
い
て
も
当
初
予
算
を
4
億
5
千

万
円
と
し
、事
業
経
費
を
除
い
た
部
分
を
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
方
の
希
望
す
る
使
途
事
業
へ
充
当
す
る
と

と
も
に
、村
長
一
任
分
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
重

点
事
業
と
な
る
各
施
策
へ
充
当
し
て
い
き
ま
す
。

　歳
入
で
は
、
税
収
入
の
見
込
み
を
４
，７
５
１
万
円

増
額
の
８
億
８
，０
４
３
万
円
で
計
上
し
た
ほ
か
、
寄

附
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
昨
年
度
か
ら
５
，０
０
０
万

円
増
額
の
４
億
５
，０
０
０
万
円
、
競
輪
事
業
か
ら
の

繰
入
金
を
昨
年
度
か
ら
１
億
円
増
額
の
２
億
円
で
計
上

し
、
そ
の
他
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
合
計
は
昨
年
度
よ

り
２
億
４
８
７
万
円
増
額（
12
・
６
％
増
）と
な
る
18

億
２
，
９
６
４
万
円
で
、歳
入
総
額
の
40
・
8
％（
昨
年

度
40
・
１
％
）と
な
り
ま
す
。

　一
方
、
地
方
交
付
税
は
昨
年
度
か
ら
４
，５
０
０
万

円
増
額
の
15
億
５
０
０
万
円
、
地
方
債
は
昨
年
度
か
ら

１
億
１
，０
２
０
万
円
増
額
の
３
億
６
，３
３
０
万
円

で
計
上
し
、
そ
の
他
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源
合
計
は
昨

年
度
よ
り
２
億
２
，
５
１
３
万
円
増
額（
９
・
３
％
増
）

し
た
26
億
５
，
０
３
６
万
円
で
、
歳
入
総
額
の
59
・

2
％
（
昨
年
度
59
・
９
％
）と
な
り
ま
す
。

企業会計

特別会計

収入総額　７億    ７６２万円
支出総額　８億６,１４５万円
２１７億３,４９０万円

■歳入財源別

ふるさと納税実績の推移

430,742

620,749
355,714

439,151 500,000
450,000

ふるさと納税
（千円）

一般会計歳入総額
に占める割合（％）

H29決算 H30決算 R2決算 R3決算
見込

R4予算R元決算

9.7

14.3

7.9 7.9
9.3

10.0

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

税収入
8億8,043万円

19.7%

税収入
8億8,043万円

19.7%

自主財源
18億2,964万円

40.8%

自主財源
18億2,964万円

40.8%依存財源
26億5,036万円

59.2%

依存財源
26億5,036万円

59.2%

地方交付税
15億500万円

33.6%

地方交付税
15億500万円

33.6%

国庫支出金
3億204万円

6.7%

国庫支出金
3億204万円

6.7%
地方債

3億6,330万円
8.1%

地方債
3億6,330万円

8.1% 県支出金
2億975万円

4.7%

県支出金
2億975万円

4.7%

地方譲与税及び
各種交付金

2億7,027万円
6.0%

地方譲与税及び
各種交付金

2億7,027万円
6.0%

分担金・負担金
財産収入
繰越金
諸収入
4億6,310万円
10.3%

分担金・負担金
財産収入
繰越金
諸収入
4億6,310万円
10.3%

寄付金
 4億5,126万円 

10.1%

寄付金
 4億5,126万円 

10.1%

使用料・手数料
3,165万円

0.7%

使用料・手数料
3,165万円

0.7%

繰入金
320万円

0.1%

繰入金
320万円

0.1%

ふ
る
さ
と

■
競
輪
事
業
繰
出
金
推
移

特別会計

企業会計

下
水
道
事
業

収入

支出

収入

支出

収益的
収支

資本的
収支

■
歳
出
目
的
別

　目
的
別
で
見
た
一
般
会
計
歳
出
予
算
の
主
な
増
額

は
、
総
務
費
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
経
費
を
寄
附

額
増
に
あ
わ
せ
２
億
２
，9
0
８
万
円
で
計
上
し
た
ほ

か
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
に
３
，０
９
１
万
円
、
図

書
館
建
設
事
業
に
３
億
３
，０
７
８
万
円
計
上
し
、
３

億
４
，２
７
３
万
円
増
額
の
10
億
５
，２
９
０
万
円
と

な
り
ま
す
。
土
木
費
は
９
，
２
３
３
万
円
増
額
の
５

億
６
，
２
６
７
万
円
と
な
り
、
さ
ら
に
農
林
水
産

業
費
は
３
，
９
０
８
万
円
増
額
の
２
億
１
，
２
６

６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
別
で
お
示
し
す
る

「
令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
」
を
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
、
弥
彦
村
の
強
み
を
活

か
す
歳
出
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、ス
テ
イ
ホ

ー
ム
が
常
態
化
し
、
在
宅
で
楽
し
め
る
数
少
な
い

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
公
営
競
技
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

投
票
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、好
調
な
売
り
上
げ

を
記
録
し
て
い
ま
す
。一
般
会
計
自
主
財
源
の
う

ち
、
競
輪
事
業
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰

出
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
で

は「
寛
仁
親
王
牌
・
世
界
選
手
権
記
念
ト
ー
ナ
メ
ン

ト（
Ｇ
Ｉ
）」の
開
催
も
あ
り
３
億
円
、ま
た
、令
和

４
年
度
当
初
予
算
で
は
２
億
円
の
繰
出
金
を
計
上

し
、一
般
会
計
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合
は
４
・
５
％

と
な
り
ま
し
た
。

特 別 会 計 ・ 企 業 会 計

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

競 輪 事 業

温 泉 事 業

歳 入 歳 出 予 算 額

7億2,800万円

8,990万円

8億9,300万円

200億円

2‚400万円

対前年度比

0.7％増

5.3％増

0.8％増

5.2％減

4.3％増

4億8,481万円

4億4,852万円

2億2,281万円

4億1,292万円

0.4％増

0.5％減

9.7％増

2.7％増

■一般会計 当初予算額の推移 ■歳出目的別

ふるさと納税
事業費以外の総務費
8億2,382万円

ふるさと納税
事業費以外の総務費
8億2,382万円

総務費のうち
ふるさと納税
事業費

2億2,908万円

総務費のうち
ふるさと納税
事業費

2億2,908万円

総務費
10億5,290万円

23.5%

総務費
10億5,290万円

23.5%
その他
4,030万円
0.9%

その他
4,030万円
0.9%商工費

2億4,898万円
5.6%

商工費
2億4,898万円

5.6%

衛生費
2億6,591万円

5.9%

衛生費
2億6,591万円

5.9%

消防費
2億9,142万円

6.5%

消防費
2億9,142万円

6.5%

教育費
3億2,596万円

7.3%

教育費
3億2,596万円

7.3%

公債費
3億7,831万円

8.4%

公債費
3億7,831万円

8.4%

土木費
5億6,267万円
12.6%

土木費
5億6,267万円
12.6%

民生費
10億3,808万円

23.2%

民生費
10億3,808万円

23.2%

議会費
6,281万円
1.4%

議会費
6,281万円
1.4%

農林水産業費
2億1,266万円

4.7%

農林水産業費
2億1,266万円

4.7%

R3 R4R2R 元H30H29H28H27
34.0

35.0

36.0

37.0

38.0

39.0

40.0

41.0

42.0

43.0

44.0

45.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

125.0

130.0

135.0

96.596.5

35.935.9

38.138.1
37.637.6

38.638.6
39.839.8 39.839.8

40.540.5

44.844.8
106.1106.1

98.798.7
102.7102.7 103.1103.1

100.0100.0
101.8101.8

110.6110.6

予算額(億円）予算額(億円） 前年度比(%）前年度比(%）

競輪事業　車券売上・一般会計繰出金推移

1.61.6 1.6

1.4

5.6

4.5

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

11,928,784 12,264,627

13,435,800 15,541,041

23,062,056

19,500,000

200,000300,00080,00070,00070,00070,000

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

H29決算 H30決算 R元決算 R２決算 R3決算見込 R４予算

車券売上（千円） 競輪事業会計からの繰入金（千円） 一般会計歳入総額に占める
繰入金の割合（％）

0

４月８日号４月８日号05 04



新地域福祉計画策定業務（アンケート調査）委託料 858千円

・在宅介護支援金（村単） 2,200千円

・障害者介護給付費 110,000千円

・障害児介護給付費 33,690千円

・重度身体障害児者日常生活用具給付費 2,718千円

新弥彦村総合保健計画策定業務委託料 1,136千円

・住民健診事業費 5,796千円

・各種がん検診委託費 13,245千円

・子ども定期予防接種業務委託料 13,500千円

・高齢者定期予防接種業務委託料 5,000千円

・妊婦乳児一般健康診査委託料 4,362千円

・子育て支援センター管理運営費 7,614千円

新図書館建設事業費 330,782千円

農業
新枝豆キャラバン隊による魅力発信事業費 1,910千円

・農産物ブランド魅力発信事業費 10,149千円

新枝豆販路拡大・冷凍加工支援委託料 12,540千円

・輸出に向けた市場調査委託料 9,240千円

・農業者支援事業補助金 2,500千円

新新規就農者育成総合対策補助金 10,500千円

新加工施設用地調査委託料 10,000千円

・多面的機能支払補助金 48,758千円

・環境保全型農業直接支払事業補助金 5,800千円

・水田農業構造改革補助金 13,000千円

新森林クラウドシステム利用料 226千円

商工・観光
・新潟県労働金庫預託金 10,000千円

・産業育成資金預託金 50,000千円

・弥彦村商工観光振興資金預託金 65,000千円

・観光振興事業費 42,780千円

・地域振興事業補助金 5,000千円

・おもてなし広場施設管理委託料 3,000千円

・弥彦公園管理委託料 12,588千円

自治・広報広聴・行財政
・広報等発行経費 2,813千円

・ふるさと納税事業費 229,076千円

新ネット公開型GIS構築費用 5,289千円

新スマートフォン講習会委託料 1,652千円

新AI・OCR及びRPAツール導入費用 2,000千円

新自治体オンライン手続き推進事業委託料 21,533千円

新コンビニ交付サービス委託料・利用料 304千円

移住・定住
・移住促進事業費補助金 1,600千円

・住宅リフォーム助成金 3,000千円

・村営住宅維持修繕費 4,000千円

消防・防災
・防犯灯及び街路灯ＬＥＤ化事業委託料 4,950千円

・防犯灯及び街路灯整備基金積立金 2,000千円

・防犯カメラ設置工事費 1,265千円

・消火栓工事費負担金 4,824千円

・緊急告知ラジオ運営事業委託料 3,300千円

都市整備
・道路維持修繕費 11,350千円

新橋梁補修工事費 55,000千円

・道路補修工事費 32,150千円

新村道改良測量設計委託料 4,000千円

・村道新設改良工事費 20,400千円

新消雪用貯水調査設計委託料 9,000千円

・消雪施設整備工事費 38,500千円

新空き家除去等支援業務委託料 2,000千円

新空き家除去等工事費 3,300千円

新住宅診断調査委託料 9,500千円

生活・環境
・塵芥収集業務委託料 23,892千円

・資源ごみ収集業務委託料 2,205千円

・粗大ごみ収集業務委託料 2,788千円

・し尿処理委託料 3,453千円

・し尿収集業務委託料 4,152千円

・ごみ処理費負担金 35,307千円

・不燃物処理費負担金 6,546千円

・斎場管理費負担金 16,632千円

新脱炭素社会の構築推進事業費 6,500千円

教育・文化
・就学援助費 5,100千円

・奨学貸付金 4,680千円

・小中学校パソコン等保守管理委託料 2,456千円

・小中学校送迎バス運行業務委託料 32,046千円

新社会科副読本「わたしたちの弥彦村」印刷製本費 1,771千円

新いじめ防止対策事業費（CAPワークショップ） 449千円

・公募展事業経費 1,451千円

・文化財保護費 2,450千円

・美術館管理費・企画展事業費 8,547千円

・国際交流事業費 10,797千円

新新文化会館（仮称）検討委員会費 360千円

健康・福祉・子育て
・重度心身障害者医療費助成金 16,800千円

・精神障害者医療費助成金（村単） 1,920千円

・自立支援医療給付費 4,032千円

・ひとり親家庭医療費助成金 4,250千円

・児童手当 104,925千円

・乳幼児おむつ等購入給付金（村単） 1,134千円

・子ども医療費助成金 21,200千円

・妊産婦医療費助成金（村単） 1,500千円

４月８日号４月８日号07 06



新地域福祉計画策定業務（アンケート調査）委託料 858千円

・在宅介護支援金（村単） 2,200千円

・障害者介護給付費 110,000千円

・障害児介護給付費 33,690千円

・重度身体障害児者日常生活用具給付費 2,718千円

新弥彦村総合保健計画策定業務委託料 1,136千円

・住民健診事業費 5,796千円

・各種がん検診委託費 13,245千円

・子ども定期予防接種業務委託料 13,500千円

・高齢者定期予防接種業務委託料 5,000千円

・妊婦乳児一般健康診査委託料 4,362千円

・子育て支援センター管理運営費 7,614千円

新図書館建設事業費 330,782千円

農業
新枝豆キャラバン隊による魅力発信事業費 1,910千円

・農産物ブランド魅力発信事業費 10,149千円

新枝豆販路拡大・冷凍加工支援委託料 12,540千円

・輸出に向けた市場調査委託料 9,240千円

・農業者支援事業補助金 2,500千円

新新規就農者育成総合対策補助金 10,500千円

新加工施設用地調査委託料 10,000千円

・多面的機能支払補助金 48,758千円

・環境保全型農業直接支払事業補助金 5,800千円

・水田農業構造改革補助金 13,000千円

新森林クラウドシステム利用料 226千円

商工・観光
・新潟県労働金庫預託金 10,000千円

・産業育成資金預託金 50,000千円

・弥彦村商工観光振興資金預託金 65,000千円

・観光振興事業費 42,780千円

・地域振興事業補助金 5,000千円

・おもてなし広場施設管理委託料 3,000千円

・弥彦公園管理委託料 12,588千円

自治・広報広聴・行財政
・広報等発行経費 2,813千円

・ふるさと納税事業費 229,076千円

新ネット公開型GIS構築費用 5,289千円

新スマートフォン講習会委託料 1,652千円

新AI・OCR及びRPAツール導入費用 2,000千円

新自治体オンライン手続き推進事業委託料 21,533千円

新コンビニ交付サービス委託料・利用料 304千円

移住・定住
・移住促進事業費補助金 1,600千円

・住宅リフォーム助成金 3,000千円

・村営住宅維持修繕費 4,000千円

消防・防災
・防犯灯及び街路灯ＬＥＤ化事業委託料 4,950千円

・防犯灯及び街路灯整備基金積立金 2,000千円

・防犯カメラ設置工事費 1,265千円

・消火栓工事費負担金 4,824千円

・緊急告知ラジオ運営事業委託料 3,300千円

都市整備
・道路維持修繕費 11,350千円

新橋梁補修工事費 55,000千円

・道路補修工事費 32,150千円

新村道改良測量設計委託料 4,000千円

・村道新設改良工事費 20,400千円

新消雪用貯水調査設計委託料 9,000千円

・消雪施設整備工事費 38,500千円

新空き家除去等支援業務委託料 2,000千円

新空き家除去等工事費 3,300千円

新住宅診断調査委託料 9,500千円

生活・環境
・塵芥収集業務委託料 23,892千円

・資源ごみ収集業務委託料 2,205千円

・粗大ごみ収集業務委託料 2,788千円

・し尿処理委託料 3,453千円

・し尿収集業務委託料 4,152千円

・ごみ処理費負担金 35,307千円

・不燃物処理費負担金 6,546千円

・斎場管理費負担金 16,632千円

新脱炭素社会の構築推進事業費 6,500千円

教育・文化
・就学援助費 5,100千円

・奨学貸付金 4,680千円

・小中学校パソコン等保守管理委託料 2,456千円

・小中学校送迎バス運行業務委託料 32,046千円

新社会科副読本「わたしたちの弥彦村」印刷製本費 1,771千円

新いじめ防止対策事業費（CAPワークショップ） 449千円

・公募展事業経費 1,451千円

・文化財保護費 2,450千円

・美術館管理費・企画展事業費 8,547千円

・国際交流事業費 10,797千円

新新文化会館（仮称）検討委員会費 360千円

健康・福祉・子育て
・重度心身障害者医療費助成金 16,800千円

・精神障害者医療費助成金（村単） 1,920千円

・自立支援医療給付費 4,032千円

・ひとり親家庭医療費助成金 4,250千円

・児童手当 104,925千円

・乳幼児おむつ等購入給付金（村単） 1,134千円

・子ども医療費助成金 21,200千円

・妊産婦医療費助成金（村単） 1,500千円

４月８日号４月８日号07 06



春の人事異動春の人事異動

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属

【弥彦小学校】

【弥彦中学校】

【弥彦交番】

【弥彦消防署】

石　黒　和　仁 校長 上越市立浦川原小学校 木　嶋　達　平 指導管理主事 刈羽村教育委員会

宮　本　聡　美 教諭 退職（再任用終了） 菅　家　加津子 教諭 刈羽村立刈羽小学校

佐々木　　　智 教諭 柏崎市立田尻小学校 八　幡　聡　子 教諭 燕市立小中川小学校

佐　野　明　彩 教諭 聖籠町立蓮野小学校 松　木　康　子 教諭 柏崎市立二田小学校

熊　倉　達　也 教諭 長岡市立寺泊小学校 酒　井　　　大 教諭 村上市立岩船小学校

小　田　瑞　希 教諭 加茂市立加茂小学校 佐　藤　真衣香 教諭 南魚沼市立上田小学校

林　田　純　歩 教諭 魚沼市立小出小学校 小　林　泰　仁 教諭 村上市立小川小学校

五十嵐　　　遥 栄養教諭 長岡市立江陽中学校

酒　井　哲　央 教頭 小千谷市立小千谷小学校

内　山　浩　一 教諭 三条市立大崎学園（再任用）

渡　辺　嘉　章 教諭 出雲崎町立出雲崎中学校

本　間　直　子 教諭 長岡市立高等総合支援学校

山　田　恭　子 教諭 長岡市立青葉台中学校

井　上　美　歩 教諭 村上市立荒川中学校

野　村　あずさ 教諭 退職

佐　藤　しのぶ 養護教諭 燕市立小池中学校

田　辺　秀　行 署長 分水消防署（再任用）

小野塚　　　徹 副参事 燕消防署三王渕出張所

中　川　直　樹 副参事 消防本部兼吉田消防署

武　石　哲　也 救急係長 分水消防署

阿　部　智　希 庶務係 燕消防署三王渕出張所

小　柳　嘉　一 副署長 消防本部兼吉田消防署

宮　路　一　実 副参事兼救急係長 燕消防署

角　田　尚　行 予防係 燕消防署三王渕出張所

山　縣　貴　享 庶務係 燕消防署

鈴　木　拓　見 巡査 栃尾交番（長岡警察署）

井　佐　祐　輝 巡査 機動捜査隊長岡分駐所

枝　村　勇　作 巡査 吉田交番（燕警察署）

大久保　貞　文 巡査部長 阿賀野警察署

長谷川　圭　祐 巡査 巻駅前交番

安　中　大　和 巡査 新潟南警察署

橋　本　　　勉 主幹教諭 新潟大学附属長岡中学校

鈴　木　裕　之 教諭 燕市立小池中学校

田　村　ノブ子 教諭 見附市立今町中学校

野　上　麻　奈 教諭 南魚沼市立塩沢中学校

鈴　木　禎　弘 教諭 三条市立第三中学校

高　網　ひかり 教諭 長岡市立江陽中学校

金　田　健太郎 教諭 新採用

井　川　智　子 養護教諭 柏崎市立内郷小学校

小野塚　貴　紀 教諭 新採用

荒　木　美寿々 栄養教諭 長岡市立東北中学校

議会事務局    ２
局長　伊藤和恵

観光商工課　4　① 副　 参　 事 　 1

副　 参　 事 　 1

観光商工係長

土木管理係長

環境対策係長
下 水 道 係 長 

福祉課　6　①　（1）

◇太字は異動者（昇任・昇格含む）

令和4年度　弥彦村役場　行政組織一覧表

弥彦村行政組織
一 覧表

2022.4.1

議　　　　会

田邉誠也
小川佳祐
吉田雅紀（新採用）
川﨑健史
川村萌々子

矢部孝太

防災監　1　増田　規

教 育 委 員 会

林　順一
（文化会館長事務取扱）

村　　　　長

小　林　豊　彦

現員区分

合　　計

村長部局
（選管･農委･企業含む）
議会事務局部局
教育委員会部局

現員数

67

2
28
97

条例区分

合　　計

議会事務局の職員
教育委員会の職員

農業委員会の職員
公営企業会計職員

村長の職員
選管委員会の職員

定数

63
1
2
1
2

33
102

総務課　10　⑤
課長　斎藤雄希
課長補佐　畠澤直也　

税務課　6　①
課長　浜田禎介　

(社会福祉協議会へ出向）
参事　石塚 　豊　

デジタル行政推進課　4
課長　宇野　誠　

防災課　2　①
課長　小林健仁　

住民課　5　②
課長　小出将浩　
課長補佐　若月寿恵

健康推進課　6　②
課長　松井裕美子　

産業部長1　髙橋信弘

住民福祉部長　志田総務部長兼務

総務部長　1　志田　馨　

農業振興課　6　②
課長　鈴木光英　
主幹　石川秀雄　
課長補佐　志賀史緒　

丸山竜一
主幹　兼課長事務代理　

建設企業課　7　②
課長　丸山栄一
主幹　本多　正　
課長補佐　丸山誉子　

燕･弥彦総合事務組合出向　2
主幹　田村孝穂
公営競技事務所　5　②
所長　栁川治美
所長代理(任用職員①)　髙島大介　
副所長　石黒和子
副所長　小林祐輔　
出納室　2
参事　会計管理者兼出納室長事務取扱
　　 水沢正一
教育課　28　㉖
課長　富田　憲　
管理指導主事（任用職員①）
　　　堀　正士
公民館長（任用職員①）
　　　堀　隆行

副　 参　  事 　 1

総務人事係長

企画財政係長

図 書 館 担 当 徳永絹枝
簡 易 郵 便 局

防　災　係　長

情報政策係長

税　務　係　長 　 1

収　納　係　長

住民医療係長  　1

副　  参　  事 　 1

福　祉　係　長

高齢介護係長

健康推進係長　  1

農地管理係長　  1

農業振興係長

課長　坂爪明博
課長補佐　渡邊幸英

　　　　（県との人事交流で農地部へ）
明道美咲
小山ふじ子・新保志麻
清水有香里・板垣　里
河合真輝・細貝美彩子

河合則子・石田浩子・川端万希子
西村　鴻
丸山貴美子
小川佳紀（デジタル庁へ）
古俣一樹・樋口哉太（新採用）
明間　静・本間有祐・武石　愛（新採用）
五十嵐竜太（新採用）
大橋サチ子

主　　事　2

任用職員  ② 
主　　任　2 
主　　事　2 

任用職員  ③ 
主　　事　1
任用職員  ①
主　　事　 3

主　　事　 4

任用職員  ①

赤松葉月・谷かおるこ
渡邊野理子・田中晴子

大原泰治（県との人事交流職員）
中川真紀子
澁木永子
德永拓実
伊丹悠衣
唐津敦子  
石川万里
武石陽子・勝山洋子
小島広子・海津真澄

小林夕子
本田良太（新採用）
中野貴大（新採用）
西海持真希

鈴木健二
藤間成広
観光協会事務局長　三富克是（観光協会へ出向）

主　　事　2 
任用職員  ② 

主　　任（1）
主　　事　1
任用職員  ①
主　　任　1
主　　事　1
主　　査　1
主　　任　1
保 健 師　2
任用職員  ②

任用職員　 ①
農業企画員     1 
主　　事 　1
任用職員　 ①

主　　任　1
主　　事　1
任用職員  ①

主　　任　1
技　　師　1
主　　事　1
任用職員  ①
任用職員  ①

主　　事　1 
主　　事　1
任用職員  ①

主　　査　1
主　　任　1
指導主事　1
任用職員  ①
再任用職員   ①
任用職員   ①
任用職員   ①
主　　事　1
再任用職員   ①
主任保育士　1 

保 育 士　5

任用職員  ⑥

再任用職員   ①

保 育 士　3

再任用職員　 1

任用職員  ④ 

保 育 士　4

任用職員  ⑥ 

主任保育士　 1

主任保育士　 1 

羽生陽子

羽生副参事兼務
本多正典

畠澤課長補佐兼務

羽生副参事兼務

相田真貴子

渡邊課長補佐兼務

相田副参事兼務

菊地洋子

高橋正哉

丸山課長兼務

燕･弥彦総合事務組合出向

業　務　係　長　  1 渡邉　剛

副　 参　 事 　 1

副　 参　 事 　 1
子ども教育係長　   1

社会教育係長

小学校

中学校

行田律子
出　納　係　長

副　 参　 事　  1
議会事務局係長

春日史子
春日副参事兼務

行田副参事兼務

本多志保子

小竹由美

本多副参事兼務

武藤眞理子

若月美穂子

阿部　薫
杉原千賀子

武石由紀

高野陽子

子育て支援センター
1①センター長

田辺久子
(再任用Ｆ)

ひかり保育園
6⑤ 園　長
　 （任用職員①）
　   副園長

二松保育園
7⑥ 園　長
　   副園長

弥彦保育園
7⑦ 園　長
　 （任用職員①）
　   副園長

本多主幹兼務
丸山課長補佐兼務

小林課長兼務

宇野課長兼務

小川真紀

小川係長兼務

竹越英津子

志賀課長補佐兼務

本間信一

本間副参事兼務

池　幸子

山野上良輔
湯田美怜
星　康司
松田明子
荒木美弥子（P：用務員）
水澤敏明
武石政則
白井宏侑（新採用）
平原勝一郎（P）
伊藤陽子
永井祐美・中野久美・三浦円佳
池浦麻美・森山ひかり（新採用）
本間尚子・大谷彩香・熊木伸子
髙山博美・前山久美・濱田春那

吉川　愼・板垣　萌・金子　佳
細川美来
田邊千花・土田初美・関川弥生
大野宏子・藤原伸子・小林美紅

小林悦子（P：補助員）

平岡志津江

鈴木あゆみ

中村大樹・南波　碧・小林　心（新採用）

松居由美子（Ｆ：保育士）
丸田智弥子・上田多希枝・吉田さなえ 
平澤勝世

本間　陽
渡邊留美

教育長

４月８日号４月８日号09 08



春の人事異動春の人事異動

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属

【弥彦小学校】

【弥彦中学校】

【弥彦交番】

【弥彦消防署】

石　黒　和　仁 校長 上越市立浦川原小学校 木　嶋　達　平 指導管理主事 刈羽村教育委員会

宮　本　聡　美 教諭 退職（再任用終了） 菅　家　加津子 教諭 刈羽村立刈羽小学校

佐々木　　　智 教諭 柏崎市立田尻小学校 八　幡　聡　子 教諭 燕市立小中川小学校

佐　野　明　彩 教諭 聖籠町立蓮野小学校 松　木　康　子 教諭 柏崎市立二田小学校

熊　倉　達　也 教諭 長岡市立寺泊小学校 酒　井　　　大 教諭 村上市立岩船小学校

小　田　瑞　希 教諭 加茂市立加茂小学校 佐　藤　真衣香 教諭 南魚沼市立上田小学校

林　田　純　歩 教諭 魚沼市立小出小学校 小　林　泰　仁 教諭 村上市立小川小学校

五十嵐　　　遥 栄養教諭 長岡市立江陽中学校

酒　井　哲　央 教頭 小千谷市立小千谷小学校

内　山　浩　一 教諭 三条市立大崎学園（再任用）

渡　辺　嘉　章 教諭 出雲崎町立出雲崎中学校

本　間　直　子 教諭 長岡市立高等総合支援学校

山　田　恭　子 教諭 長岡市立青葉台中学校

井　上　美　歩 教諭 村上市立荒川中学校

野　村　あずさ 教諭 退職

佐　藤　しのぶ 養護教諭 燕市立小池中学校

田　辺　秀　行 署長 分水消防署（再任用）

小野塚　　　徹 副参事 燕消防署三王渕出張所

中　川　直　樹 副参事 消防本部兼吉田消防署

武　石　哲　也 救急係長 分水消防署

阿　部　智　希 庶務係 燕消防署三王渕出張所

小　柳　嘉　一 副署長 消防本部兼吉田消防署

宮　路　一　実 副参事兼救急係長 燕消防署

角　田　尚　行 予防係 燕消防署三王渕出張所

山　縣　貴　享 庶務係 燕消防署

鈴　木　拓　見 巡査 栃尾交番（長岡警察署）

井　佐　祐　輝 巡査 機動捜査隊長岡分駐所

枝　村　勇　作 巡査 吉田交番（燕警察署）

大久保　貞　文 巡査部長 阿賀野警察署

長谷川　圭　祐 巡査 巻駅前交番

安　中　大　和 巡査 新潟南警察署

橋　本　　　勉 主幹教諭 新潟大学附属長岡中学校

鈴　木　裕　之 教諭 燕市立小池中学校

田　村　ノブ子 教諭 見附市立今町中学校

野　上　麻　奈 教諭 南魚沼市立塩沢中学校

鈴　木　禎　弘 教諭 三条市立第三中学校

高　網　ひかり 教諭 長岡市立江陽中学校

金　田　健太郎 教諭 新採用

井　川　智　子 養護教諭 柏崎市立内郷小学校

小野塚　貴　紀 教諭 新採用

荒　木　美寿々 栄養教諭 長岡市立東北中学校

議会事務局    ２
局長　伊藤和恵

観光商工課　4　① 副　 参　 事 　 1

副　 参　 事 　 1

観光商工係長

土木管理係長

環境対策係長
下 水 道 係 長 

福祉課　6　①　（1）

◇太字は異動者（昇任・昇格含む）

令和4年度　弥彦村役場　行政組織一覧表

弥彦村行政組織
一 覧表

2022.4.1

議　　　　会

田邉誠也
小川佳祐
吉田雅紀（新採用）
川﨑健史
川村萌々子

矢部孝太

防災監　1　増田　規

教 育 委 員 会

林　順一
（文化会館長事務取扱）

村　　　　長

小　林　豊　彦

現員区分

合　　計

村長部局
（選管･農委･企業含む）
議会事務局部局
教育委員会部局

現員数

67

2
28
97

条例区分

合　　計

議会事務局の職員
教育委員会の職員

農業委員会の職員
公営企業会計職員

村長の職員
選管委員会の職員

定数

63
1
2
1
2

33
102

総務課　10　⑤
課長　斎藤雄希
課長補佐　畠澤直也　

税務課　6　①
課長　浜田禎介　

(社会福祉協議会へ出向）
参事　石塚 　豊　

デジタル行政推進課　4
課長　宇野　誠　

防災課　2　①
課長　小林健仁　

住民課　5　②
課長　小出将浩　
課長補佐　若月寿恵

健康推進課　6　②
課長　松井裕美子　

産業部長1　髙橋信弘

住民福祉部長　志田総務部長兼務

総務部長　1　志田　馨　

農業振興課　6　②
課長　鈴木光英　
主幹　石川秀雄　
課長補佐　志賀史緒　

丸山竜一
主幹　兼課長事務代理　

建設企業課　7　②
課長　丸山栄一
主幹　本多　正　
課長補佐　丸山誉子　

燕･弥彦総合事務組合出向　2
主幹　田村孝穂
公営競技事務所　5　②
所長　栁川治美
所長代理(任用職員①)　髙島大介　
副所長　石黒和子
副所長　小林祐輔　
出納室　2
参事　会計管理者兼出納室長事務取扱
　　 水沢正一
教育課　28　㉖
課長　富田　憲　
管理指導主事（任用職員①）
　　　堀　正士
公民館長（任用職員①）
　　　堀　隆行

副　 参　  事 　 1

総務人事係長

企画財政係長

図 書 館 担 当 徳永絹枝
簡 易 郵 便 局

防　災　係　長

情報政策係長

税　務　係　長 　 1

収　納　係　長

住民医療係長  　1

副　  参　  事 　 1

福　祉　係　長

高齢介護係長

健康推進係長　  1

農地管理係長　  1

農業振興係長

課長　坂爪明博
課長補佐　渡邊幸英

　　　　（県との人事交流で農地部へ）
明道美咲
小山ふじ子・新保志麻
清水有香里・板垣　里
河合真輝・細貝美彩子

河合則子・石田浩子・川端万希子
西村　鴻
丸山貴美子
小川佳紀（デジタル庁へ）
古俣一樹・樋口哉太（新採用）
明間　静・本間有祐・武石　愛（新採用）
五十嵐竜太（新採用）
大橋サチ子

主　　事　2

任用職員  ② 
主　　任　2 
主　　事　2 

任用職員  ③ 
主　　事　1
任用職員  ①
主　　事　 3

主　　事　 4

任用職員  ①

赤松葉月・谷かおるこ
渡邊野理子・田中晴子

大原泰治（県との人事交流職員）
中川真紀子
澁木永子
德永拓実
伊丹悠衣
唐津敦子  
石川万里
武石陽子・勝山洋子
小島広子・海津真澄

小林夕子
本田良太（新採用）
中野貴大（新採用）
西海持真希

鈴木健二
藤間成広
観光協会事務局長　三富克是（観光協会へ出向）

主　　事　2 
任用職員  ② 

主　　任（1）
主　　事　1
任用職員  ①
主　　任　1
主　　事　1
主　　査　1
主　　任　1
保 健 師　2
任用職員  ②

任用職員　 ①
農業企画員     1 
主　　事 　1
任用職員　 ①

主　　任　1
主　　事　1
任用職員  ①

主　　任　1
技　　師　1
主　　事　1
任用職員  ①
任用職員  ①

主　　事　1 
主　　事　1
任用職員  ①

主　　査　1
主　　任　1
指導主事　1
任用職員  ①
再任用職員   ①
任用職員   ①
任用職員   ①
主　　事　1
再任用職員   ①
主任保育士　1 

保 育 士　5

任用職員  ⑥

再任用職員   ①

保 育 士　3

再任用職員　 1

任用職員  ④ 

保 育 士　4

任用職員  ⑥ 

主任保育士　 1

主任保育士　 1 

羽生陽子

羽生副参事兼務
本多正典

畠澤課長補佐兼務

羽生副参事兼務

相田真貴子

渡邊課長補佐兼務

相田副参事兼務

菊地洋子

高橋正哉

丸山課長兼務

燕･弥彦総合事務組合出向

業　務　係　長　  1 渡邉　剛

副　 参　 事 　 1

副　 参　 事 　 1
子ども教育係長　   1

社会教育係長

小学校

中学校

行田律子
出　納　係　長

副　 参　 事　  1
議会事務局係長

春日史子
春日副参事兼務

行田副参事兼務

本多志保子

小竹由美

本多副参事兼務

武藤眞理子

若月美穂子

阿部　薫
杉原千賀子

武石由紀

高野陽子

子育て支援センター
1①センター長

田辺久子
(再任用Ｆ)

ひかり保育園
6⑤ 園　長
　 （任用職員①）
　   副園長

二松保育園
7⑥ 園　長
　   副園長

弥彦保育園
7⑦ 園　長
　 （任用職員①）
　   副園長

本多主幹兼務
丸山課長補佐兼務

小林課長兼務

宇野課長兼務

小川真紀

小川係長兼務

竹越英津子

志賀課長補佐兼務

本間信一

本間副参事兼務

池　幸子

山野上良輔
湯田美怜
星　康司
松田明子
荒木美弥子（P：用務員）
水澤敏明
武石政則
白井宏侑（新採用）
平原勝一郎（P）
伊藤陽子
永井祐美・中野久美・三浦円佳
池浦麻美・森山ひかり（新採用）
本間尚子・大谷彩香・熊木伸子
髙山博美・前山久美・濱田春那

吉川　愼・板垣　萌・金子　佳
細川美来
田邊千花・土田初美・関川弥生
大野宏子・藤原伸子・小林美紅

小林悦子（P：補助員）

平岡志津江

鈴木あゆみ

中村大樹・南波　碧・小林　心（新採用）

松居由美子（Ｆ：保育士）
丸田智弥子・上田多希枝・吉田さなえ 
平澤勝世

本間　陽
渡邊留美

教育長

４月８日号４月８日号09 08



　弥
彦
村
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
新

型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
感

染
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
、そ
の
療
養
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
期
間（一定
の
条

件
を
満
た
し
た
場
合
に
限
る
）、傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

※

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
。申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

　の
で
、お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　載
し
て
い
ま
す
。
　

■
傷
病
手
当
金
と
は

　傷
病
や
ケ
ガ
で
仕
事
を
休
ん
だ
場
合
に
支
給
す
る
手
当

■
対
象
者

　新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
方
、ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状

　が
あ
り
、感
染
が
疑
わ
れ
る
方
で
、そ
の
療
養
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
こ
と

　が
で
き
な
か
っ
た
方

※

給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
日

　仕
事
を
休
ん
で
４
日
目
以
降
の
日
か
ら
、仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日

■
支
給
額【
１
日
あ
た
り
の
支
給
額
】

　「直
近
の
継
続
し
た
３
月
間
の
給
与
収
入
の
合
計
額
」÷「
就
労
日
数
」×

　

「
２
／
３
」×「
支
給
対
象
と
な
る
日
数
」

■
適
用
期
間

　令
和
２
年
１
月
１
日
〜
令
和
４
年
６
月
　日
の
間
で
、療
養
の
た
め
仕
事

　を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

※

た
だ
し
、入
院
が
継
続
す
る
場
合
な
ど
は
、最
長
１
年
６
か
月
ま
で
。

※

社
会
保
険
加
入
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

給
与
等
の
全
部
ま
た
は一部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、支
給
額
　

が
調
整
さ
れ
た
り
、支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　 住
民
福
祉
部
　住
民
課
　住
民
医
療
係
　（９
４
）３
１
３
２

・

新型ウイルス感染症による傷病手当金を支給します
適用期間が令和４年６月３０日まで延長しました

弥彦村国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入しているみなさまへ

30

　　

弥彦村図書館建設検討状況のご報告

 

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
！

 

・ 

公
民
館
麓
支
館
の「
ふ
る
さ
と
」

　の
イ
メ
ー
ジ
が
い
い
。

 

・ 

欲
し
い
本
が
あ
っ
た
ら
、購
入
で

　き
る
仕
組
み
が
あ
る
と
い
い
。

 

・ 

メ
イ
ン
は
書
棚
、本
に
つ
い
て
、

　ま
ず
考
え
る
べ
き
と
思
う
。

 

・ 

司
書
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
。

 

・ 

外
壁
に
子
ど
も
達
の
ア
ー
ト
な

　ど
が
あ
る
と
面
白
い
。

　
　総
務
部
　総
務
課
　企
画
財
政
係
　

　
　（９
４
）３
１
３
１

▼ 図書館全体イメージ（案）

３０

　こ
ん
に
ち
は
。図
書
館
長
の
徳
永
で
す
。

　長
い
冬
の
季
節
を
終
え
、桜
の
花
が
弥

彦
公
園
を
彩
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
ね
。

私
は
、１
月
か
ら
総
務
課
で
図
書
館
建
設

に
向
け
て
設
計
担
当
者
の
皆
さ
ん
と
打
合

せ
会
議
な
ど
の
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

建
設
予
定
地
を
庁
舎
や
中
庭
か
ら
見
つ
め
、１
年
後
に
こ
こ
に
建
つ

図
書
館
を
イ
メ
ー
ジ
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
の
日
々
で
す
！

　計
画
は
、建
物
内
の
各
室
の
配
置
等
を
決
め
る「
基
本
設
計
」が

概
ね
固
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、３
月
　日
に
、図
書
館『
コ
ン
セ
プ
ト

会
議
』『
サ
ポ
ー
ト
会
議
』を
開
催
し
、今
後
、運
営
面
に
つ
い
て
本
格

的
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

　広
報
や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
ご
報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
も
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！

▲中庭の桜も咲いてます

問　住民福祉部　健康推進課　94-3139

新型コロナワクチン接種 ５～1０歳

　５
歳
か
ら
10
歳（
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
）の
方
が
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
　程
】
　１
回
目
　４
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　２
回
目
　５
月
14
日（
土
）

【
接
種
受
付
時
間
】

　午
前
の
部
　９
時
～
11
時
30
分

　対
象
地
区
…
麓
一
区
、麓
二
区
、境
江
、村
山
、観
音
寺
、弥
彦
、走
出
、

　
　
　
　
　
　上
泉
、井
田
、山
岸
、山
崎
、中
山

　午
後
の
部
　２
時
～
４
時
30
分

　対
象
地
区
…
矢
作
、美
山
、荻
野
、平
野
、魵
穴
、大
戸
、川
崎
、峰
見

【
会
　場
】
　サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
弥
彦

【
接
種
券
】

　４
月
１
日
に
発
送
済
み

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】

　フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製（
小
児
用
）

【
持
ち
物
】

　①
　接
種
券
一
体
型
予
診
票
　予
防
接
種
済
証

　②
　身
分
証
明
書（
健
康
保
険
証
な
ど
）

　③
　母
子
健
康
手
帳

　

　④
　体
調
チ
ェ
ッ
ク
票（
本
人
用
）

　⑤
　体
調
チ
ェ
ッ
ク
票(

保
護
者
用)

　⑥
　お
持
ち
で
あ
れ
ば
お
薬
手
帳

【
※
注
意
事
項
】

・�お
子
さ
ま
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
保
護
者
の
方
の
同
意
と
立
ち
合

い
が
必
要
で
す
。

・�予
診
票
の「
被
接
種
者
又
は
保
護
者
自
署
欄
」に
保
護
者
の
名
前
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・２
週
間
以
内
に
他
の
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

・�接
種
当
日
は
、接
種
部
位（
左
腕
）が
す
ぐ
に
出
せ
る
服
装
で
お
願

い
し
ま
す
。

・�ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
疑
問
や
不
安
が
あ
る
と
き
は
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・�午
前・午
後
と
も
受
付
開
始
直
後
か
ら
30
分
間
は
、混
み
合
う
傾
向

に
あ
り
ま
す
。１
時
間
ほ
ど
経
つ
と
、比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
い

た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

・�体
調
チ
ェ
ッ
ク
票
は
、接
種
会
場
に
お
越
し
に
な
る
前
に
ご
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。一
つ
で
も
○
が
つ
く
場
合
は
事
前
に
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
安
全
性
な
ど
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

弥
彦
村
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話
…（
９
４
）３
１
２
８

対
応
時
間
…
平
日
　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

４月８日号４月８日号11 10



　弥
彦
村
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
新

型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
感

染
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
、そ
の
療
養
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
期
間（一定
の
条

件
を
満
た
し
た
場
合
に
限
る
）、傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
。申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

　の
で
、お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　載
し
て
い
ま
す
。
　

■
傷
病
手
当
金
と
は

　傷
病
や
ケ
ガ
で
仕
事
を
休
ん
だ
場
合
に
支
給
す
る
手
当

■
対
象
者

　新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
方
、ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状

　が
あ
り
、感
染
が
疑
わ
れ
る
方
で
、そ
の
療
養
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
こ
と

　が
で
き
な
か
っ
た
方

※

給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
日

　仕
事
を
休
ん
で
４
日
目
以
降
の
日
か
ら
、仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日

■
支
給
額【
１
日
あ
た
り
の
支
給
額
】

　「直
近
の
継
続
し
た
３
月
間
の
給
与
収
入
の
合
計
額
」÷「
就
労
日
数
」×

　

「
２
／
３
」×「
支
給
対
象
と
な
る
日
数
」

■
適
用
期
間

　令
和
２
年
１
月
１
日
〜
令
和
４
年
６
月
　日
の
間
で
、療
養
の
た
め
仕
事

　を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

※

た
だ
し
、入
院
が
継
続
す
る
場
合
な
ど
は
、最
長
１
年
６
か
月
ま
で
。

※

社
会
保
険
加
入
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

給
与
等
の
全
部
ま
た
は一部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、支
給
額
　

が
調
整
さ
れ
た
り
、支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　 住
民
福
祉
部
　住
民
課
　住
民
医
療
係
　（９
４
）３
１
３
２

・

新型ウイルス感染症による傷病手当金を支給します
適用期間が令和４年６月３０日まで延長しました

弥彦村国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入しているみなさまへ

30

　　

弥彦村図書館建設検討状況のご報告

 

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
！

 

・ 

公
民
館
麓
支
館
の「
ふ
る
さ
と
」

　の
イ
メ
ー
ジ
が
い
い
。

 

・ 

欲
し
い
本
が
あ
っ
た
ら
、購
入
で

　き
る
仕
組
み
が
あ
る
と
い
い
。

 

・ 

メ
イ
ン
は
書
棚
、本
に
つ
い
て
、

　ま
ず
考
え
る
べ
き
と
思
う
。

 

・ 

司
書
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
。

 

・ 

外
壁
に
子
ど
も
達
の
ア
ー
ト
な

　ど
が
あ
る
と
面
白
い
。

　
　総
務
部
　総
務
課
　企
画
財
政
係
　

　
　（９
４
）３
１
３
１

▼ 図書館全体イメージ（案）

３０

　こ
ん
に
ち
は
。図
書
館
長
の
徳
永
で
す
。

　長
い
冬
の
季
節
を
終
え
、桜
の
花
が
弥

彦
公
園
を
彩
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
ね
。

私
は
、１
月
か
ら
総
務
課
で
図
書
館
建
設

に
向
け
て
設
計
担
当
者
の
皆
さ
ん
と
打
合

せ
会
議
な
ど
の
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

建
設
予
定
地
を
庁
舎
や
中
庭
か
ら
見
つ
め
、１
年
後
に
こ
こ
に
建
つ

図
書
館
を
イ
メ
ー
ジ
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
の
日
々
で
す
！

　計
画
は
、建
物
内
の
各
室
の
配
置
等
を
決
め
る「
基
本
設
計
」が

概
ね
固
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、３
月
　日
に
、図
書
館『
コ
ン
セ
プ
ト

会
議
』『
サ
ポ
ー
ト
会
議
』を
開
催
し
、今
後
、運
営
面
に
つ
い
て
本
格

的
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

　広
報
や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
ご
報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
も
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！

▲中庭の桜も咲いてます

問　住民福祉部　健康推進課　94-3139

新型コロナワクチン接種 ５～1０歳

　５
歳
か
ら
10
歳（
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
）の
方
が
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日

　程
】

　１
回
目

　４
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　２
回
目

　５
月
14
日（
土
）

【
接
種
受
付
時
間
】

　午
前
の
部

　９
時
～
11
時
30
分

　対
象
地
区
…
麓
一
区
、麓
二
区
、境
江
、村
山
、観
音
寺
、弥
彦
、走
出
、

　
　
　
　
　
　上
泉
、井
田
、山
岸
、山
崎
、中
山

　午
後
の
部

　２
時
～
４
時
30
分

　対
象
地
区
…
矢
作
、美
山
、荻
野
、平
野
、魵
穴
、大
戸
、川
崎
、峰
見

【
会

　場
】

　サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
弥
彦

【
接
種
券
】

　４
月
１
日
に
発
送
済
み

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】

　フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製（
小
児
用
）

【
持
ち
物
】

　①
　接
種
券
一
体
型
予
診
票

　予
防
接
種
済
証

　②
　身
分
証
明
書（
健
康
保
険
証
な
ど
）

　③
　母
子
健
康
手
帳

　

　④
　体
調
チ
ェ
ッ
ク
票（
本
人
用
）

　⑤
　体
調
チ
ェ
ッ
ク
票(

保
護
者
用)

　⑥
　お
持
ち
で
あ
れ
ば
お
薬
手
帳

【
※
注
意
事
項
】

・�お
子
さ
ま
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
保
護
者
の
方
の
同
意
と
立
ち
合

い
が
必
要
で
す
。

・�予
診
票
の「
被
接
種
者
又
は
保
護
者
自
署
欄
」に
保
護
者
の
名
前
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・２
週
間
以
内
に
他
の
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

・�接
種
当
日
は
、接
種
部
位（
左
腕
）が
す
ぐ
に
出
せ
る
服
装
で
お
願

い
し
ま
す
。

・�ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
疑
問
や
不
安
が
あ
る
と
き
は
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・�午
前・午
後
と
も
受
付
開
始
直
後
か
ら
30
分
間
は
、混
み
合
う
傾
向

に
あ
り
ま
す
。１
時
間
ほ
ど
経
つ
と
、比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
い

た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

・�体
調
チ
ェ
ッ
ク
票
は
、接
種
会
場
に
お
越
し
に
な
る
前
に
ご
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。一
つ
で
も
○
が
つ
く
場
合
は
事
前
に
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
安
全
性
な
ど
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

弥
彦
村
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話
…（
９
４
）３
１
２
８

対
応
時
間
…
平
日

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

４月８日号４月８日号11 10



公 民 館 ト ピ ッ ク ス
問　弥彦村公民館（弥彦総合文化会館内）　94-4311

　昨
年
度
、公
民
館
で
は
、十
数
年
ぶ
り
に
公
民

館
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。令
和
４
年
度
も
、内

容
を
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　現
在
、開
催
が
決
定
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

「
村
史
講
座
」が
４
回
、「
子
育
て
講
座
」が
２
回
、

「
彌
彦
神
社
を
知
ろ
う
講
座
」が
４
回
で
す
。昨

年
度
好
評
だ
っ
た
講
座
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
、地
域
の
皆
様
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、さ
ら
に
２
回
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、参
加
し
た
講
座
を
通
じ
て
、も
っ
と
学
習

を
し
た
い
方
の
た
め
に
、サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た

り
、勉
強
会
を
計
画
し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、文
化
協
会
加
盟
団
体
の
会
員
を
増
や

す
た
め
の
働
き
か
け
に
も
、力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　一
人
で
も
多
く
の
方
に
公
民
館
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、色
々
な
取
組
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。村
民
の
皆
様
、ど
う
ぞ
、公
民
館
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
長

　堀
　隆
行
）

　図
書
室
職
員
が
オ
ス
ス
メ
す
る
図
書
を
紹
介
し

ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、公
民
館
図
書
室

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
一
般
書
】

『
弥み

ろ
く勒
』

（
講
談
社
）

著
者

　篠
田
　節
子

　本
作
を
読
ん
だ
当
時
、か
な
り
衝
撃
を
受
け
た

大
作
で
し
た
。宗
教
、政
治
、哲
学
な
ど
色
々
な
要

素
が
含
ま
れ
た
、架
空
の
国
で
の
政
変
を
、臨
場

感
を
も
って
描
い
て
い
ま
す
。過
酷
な
描
写
も
多
い

内
容
で
す
が
、ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
る
読
み
ご

た
え
の
あ
る
一
冊
で
す
。

【
児
童
書
】

『
き
ょ
う
の
ご
は
ん
』

（
偕
成
社
）

著
者
　加
藤
　休
ミ

　ク
レ
ヨ
ン
画
家
な
ら
で
は
の
独
特
の
画
法
が
特

徴
的
で
、大
人
の
方
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　「き
ょ
う
の
ご
は
ん
」は
、ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と

に
お
隣
の
ご
飯
を
紹
介
し
て
い
く
本
で
す
。

　リ
ア
ル
で
美
味
し
そ
う
な
メ
ニュ
ー
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。個
人
的
な
お
す
す
め
は「
お
す
し
」で

す
。

（
公
民
館
図
書
室

　星
野
）

　令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。昨
年
度

は
小
中
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
、ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。年
度
末
時
点
で
、登
録
者
は
65
名
に
上
り
、活

動
の
幅
も
ど
ん
ど
ん
広
が
って
い
ま
す
。

　小
学
校
で
も
、中
学
校
で
も
、学
校
の
教
師
だ

け
で
は
手
が
回
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。「
で
き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と
を
」

ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、地
域
住
民
の
方
々

の
協
力
は
、弥
彦
村
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
大
き

な
励
ま
し
に
な
り
、現
場
で
指
導
す
る
教
師
の
心

強
い
味
方
に
も
な
り
ま
す
。

　さ
て
、令
和
４
年
度
は
、そ
ん
な
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。登
録
人
数
も
増
え
、活
動
の
場
が
広
が
る
と
、

サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の
打
合
せ
の
場
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。ま
た
、サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
も「
も
っ
と

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
！
」と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も

す
で
に
た
く
さ
ん
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
末
に
は
、学
校

関
係
者
と
教
育
委
員
会

で
、ど
の
部
屋
が
使
え
そ

う
か
現
場
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。今
後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　鈴
木
）

公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

公
民
館
図
書
室
の
オ
ス
ス
メ
図
書

弥
彦
村
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
ｖ
ｏ
ｌ
．12▲小学校内視察の様子

1.   

ト
ラ
ブ
ル
の
増
加

　
　

（
１
）
　各
種
S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）の
発
展・多
様
化
に
伴
い
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。ト

ラ
ブ
ル
の
内
容
と
し
て
は
、誹
謗
中
傷
、歌
、動

画
等
の
著
作
権
侵
害
、詐
欺
や
個
人
情
報
の
流

出
、闇
バ
イ
ト
募
集
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
　今
回
は
誹
謗
中
傷
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
書

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。被
害
を
受
け
た
場

合
に
は
ど
う
す
る
か
、ま
た
加
害
者
に
な
っ
た

場
合
に
ど
の
よ
う
な
制
裁
を
受
け
る
の
か
を

ご
説
明
し
ま
す
。

2.   

被
害
を
受
け
た
場
合
は
ど
う
す
る
か

（
１
）
　各
種
S
N
S
に
自
分
の
こ
と
を
書
か
れ
た

り
、誹
謗
中
傷
を
受
け
た
り
し
た
場
合
に
は
民

事
上
、刑
事
上
の
責
任
追
及
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

（
２
）
　い
ず
れ
の
責
任
追
及
に
し
て
も
、ま
ず
は
投

稿
者
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。刑
事

事
件
の
場
合
は
警
察
が
特
定
し
て
く
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、自
ら
特
定
し
た
上
で
警
察

に
相
談
へ
行
く
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
感
じ
ま
す
。

（
3
）
　た
だ
、投
稿
者
の
特
定
は
極
め
て
複
雑
な

手
続
で
す
。プ
ロ
バ
イ
ダ
に
よ
っ
て
は
捜
査
関

係
者
や
弁
護
士
か
ら
の
請
求
で
な
け
れ
ば
開

示
に
応
じ
な
い
ケ
ー
ス
や
裁
判
で
判
決
を
取

ら
な
い
と
開
示
に
応
じ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い

　
　の
で
、な
る
べ
く
早
い
段
階
で
弁
護
士
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
４
）
　ま
た
、投
稿
も
時
間
が
経
つ
と
消
え
て
し

ま
っ
た
り
、投
稿
者
の
デ
ー
タ
の
保
存
期
間
の

経
過
に
よ
り
誰
が
投
稿
し
た
の
か
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、や
は
り
な
る
べ
く
早

め
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

3.   

加
害
者
に
な
っ
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
制

裁
を
受
け
る
の
か

（
１
）
　他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
投
稿
を
す
る
と
、

刑
法
上
名
誉
毀
損
罪（
刑
法
第
２
３
０
条
）や

侮
辱
罪（
刑
法
第
２
３
１
条
）に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。前
者
の
法
定
刑
は
３
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
固
又
は
５０
万
円
以

下
の
罰
金
で
あ
り
、後
者
は
拘
留
又
は
科
料

が
刑
罰
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
　民
事
上
の
責
任
も
、被
害
者
か
ら
の
損
害
賠

償
請
求
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。投
稿

が
不
法
行
為（
民
法
第
７
０
９
条
）と
認
定
さ

れ
る
と
、被
害
者
に
与
え
た
精
神
的
苦
痛
に
対

す
る
慰
謝
料
の
支
払
義
務
が
発
生
し
ま
す
。慰

謝
料
の
相
場
は
数
十
万
円
か
ら
百
万
円
程
度  

で
あ
り
、投
稿
の
数
や
悪
質
性
に
よ
っ
て
は
さ

ら
に
増
額
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
３
）
　以
上
の
よ
う
に
、加
害
者
に
な
っ
た
場
合
に

は
刑
事
上
、民
事
上
の
賠
償
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

4.   

ま
と
め

（
１
）
　ど
の
投
稿
が
誹
謗
中
傷
と
さ
れ
る
か
と
い

う
の
は
実
は
判
断
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
い

で
す
。ま
た
、誹
謗
中
傷
で
な
く
て
も
、歌
や
画

像
、動
画
等
に
関
す
る
著
作
権
等
他
人
の
権

利
を
侵
害
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま
す
が
、そ

の
判
断
も
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

（
２
）
　他
人
の
権
利
を
侵
害
し
て
し
ま
う
と
既
述

の
よ
う
な
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の

で
、投
稿
す
る
前
は一旦
冷
静
に
な
り
、不
安
な

よ
う
で
あ
れ
ば
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
相
談

し
て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
総
務
部

　
総
務
課

　
企
画
財
政
係
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３
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公 民 館 ト ピ ッ ク ス
問　弥彦村公民館（弥彦総合文化会館内）　94-4311

　昨
年
度
、公
民
館
で
は
、十
数
年
ぶ
り
に
公
民

館
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。令
和
４
年
度
も
、内

容
を
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　現
在
、開
催
が
決
定
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

「
村
史
講
座
」が
４
回
、「
子
育
て
講
座
」が
２
回
、

「
彌
彦
神
社
を
知
ろ
う
講
座
」が
４
回
で
す
。昨

年
度
好
評
だ
っ
た
講
座
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
、地
域
の
皆
様
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、さ
ら
に
２
回
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、参
加
し
た
講
座
を
通
じ
て
、も
っ
と
学
習

を
し
た
い
方
の
た
め
に
、サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た

り
、勉
強
会
を
計
画
し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、文
化
協
会
加
盟
団
体
の
会
員
を
増
や

す
た
め
の
働
き
か
け
に
も
、力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　一
人
で
も
多
く
の
方
に
公
民
館
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、色
々
な
取
組
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。村
民
の
皆
様
、ど
う
ぞ
、公
民
館
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
長
　堀
　隆
行
）

　図
書
室
職
員
が
オ
ス
ス
メ
す
る
図
書
を
紹
介
し

ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、公
民
館
図
書
室

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
一
般
書
】

『
弥み

ろ
く勒

』

（
講
談
社
）

著
者
　篠
田
　節
子

　本
作
を
読
ん
だ
当
時
、か
な
り
衝
撃
を
受
け
た

大
作
で
し
た
。宗
教
、政
治
、哲
学
な
ど
色
々
な
要

素
が
含
ま
れ
た
、架
空
の
国
で
の
政
変
を
、臨
場

感
を
も
って
描
い
て
い
ま
す
。過
酷
な
描
写
も
多
い

内
容
で
す
が
、ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
る
読
み
ご

た
え
の
あ
る
一
冊
で
す
。

【
児
童
書
】

『
き
ょ
う
の
ご
は
ん
』

（
偕
成
社
）

著
者
　加
藤
　休
ミ

　ク
レ
ヨ
ン
画
家
な
ら
で
は
の
独
特
の
画
法
が
特

徴
的
で
、大
人
の
方
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　「き
ょ
う
の
ご
は
ん
」は
、ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と

に
お
隣
の
ご
飯
を
紹
介
し
て
い
く
本
で
す
。

　リ
ア
ル
で
美
味
し
そ
う
な
メ
ニュ
ー
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。個
人
的
な
お
す
す
め
は「
お
す
し
」で

す
。

（
公
民
館
図
書
室
　星
野
）

　令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。昨
年
度

は
小
中
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
、ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。年
度
末
時
点
で
、登
録
者
は
65
名
に
上
り
、活

動
の
幅
も
ど
ん
ど
ん
広
が
って
い
ま
す
。

　小
学
校
で
も
、中
学
校
で
も
、学
校
の
教
師
だ

け
で
は
手
が
回
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。「
で
き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と
を
」

ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、地
域
住
民
の
方
々

の
協
力
は
、弥
彦
村
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
大
き

な
励
ま
し
に
な
り
、現
場
で
指
導
す
る
教
師
の
心

強
い
味
方
に
も
な
り
ま
す
。

　さ
て
、令
和
４
年
度
は
、そ
ん
な
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。登
録
人
数
も
増
え
、活
動
の
場
が
広
が
る
と
、

サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の
打
合
せ
の
場
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。ま
た
、サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
も「
も
っ
と

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
！
」と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も

す
で
に
た
く
さ
ん
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
末
に
は
、学
校

関
係
者
と
教
育
委
員
会

で
、ど
の
部
屋
が
使
え
そ

う
か
現
場
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。今
後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　鈴
木
）

公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

公
民
館
図
書
室
の
オ
ス
ス
メ
図
書

弥
彦
村
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
ｖ
ｏ
ｌ
．12▲小学校内視察の様子

1.   

ト
ラ
ブ
ル
の
増
加

　
　

（
１
）
　各
種
S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）の
発
展・多
様
化
に
伴
い
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。ト

ラ
ブ
ル
の
内
容
と
し
て
は
、誹
謗
中
傷
、歌
、動

画
等
の
著
作
権
侵
害
、詐
欺
や
個
人
情
報
の
流

出
、闇
バ
イ
ト
募
集
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
　今
回
は
誹
謗
中
傷
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
書

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。被
害
を
受
け
た
場

合
に
は
ど
う
す
る
か
、ま
た
加
害
者
に
な
っ
た

場
合
に
ど
の
よ
う
な
制
裁
を
受
け
る
の
か
を

ご
説
明
し
ま
す
。

2.   

被
害
を
受
け
た
場
合
は
ど
う
す
る
か

（
１
）
　各
種
S
N
S
に
自
分
の
こ
と
を
書
か
れ
た

り
、誹
謗
中
傷
を
受
け
た
り
し
た
場
合
に
は
民

事
上
、刑
事
上
の
責
任
追
及
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

（
２
）
　い
ず
れ
の
責
任
追
及
に
し
て
も
、ま
ず
は
投

稿
者
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。刑
事

事
件
の
場
合
は
警
察
が
特
定
し
て
く
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、自
ら
特
定
し
た
上
で
警
察

に
相
談
へ
行
く
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
感
じ
ま
す
。

（
3
）
　た
だ
、投
稿
者
の
特
定
は
極
め
て
複
雑
な

手
続
で
す
。プ
ロ
バ
イ
ダ
に
よ
っ
て
は
捜
査
関

係
者
や
弁
護
士
か
ら
の
請
求
で
な
け
れ
ば
開

示
に
応
じ
な
い
ケ
ー
ス
や
裁
判
で
判
決
を
取

ら
な
い
と
開
示
に
応
じ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い

　
　の
で
、な
る
べ
く
早
い
段
階
で
弁
護
士
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
４
）
　ま
た
、投
稿
も
時
間
が
経
つ
と
消
え
て
し

ま
っ
た
り
、投
稿
者
の
デ
ー
タ
の
保
存
期
間
の

経
過
に
よ
り
誰
が
投
稿
し
た
の
か
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、や
は
り
な
る
べ
く
早

め
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

3.   

加
害
者
に
な
っ
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
制

裁
を
受
け
る
の
か

（
１
）
　他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
投
稿
を
す
る
と
、

刑
法
上
名
誉
毀
損
罪（
刑
法
第
２
３
０
条
）や

侮
辱
罪（
刑
法
第
２
３
１
条
）に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。前
者
の
法
定
刑
は
３
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
固
又
は
５０
万
円
以

下
の
罰
金
で
あ
り
、後
者
は
拘
留
又
は
科
料

が
刑
罰
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
　民
事
上
の
責
任
も
、被
害
者
か
ら
の
損
害
賠

償
請
求
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。投
稿

が
不
法
行
為（
民
法
第
７
０
９
条
）と
認
定
さ

れ
る
と
、被
害
者
に
与
え
た
精
神
的
苦
痛
に
対

す
る
慰
謝
料
の
支
払
義
務
が
発
生
し
ま
す
。慰

謝
料
の
相
場
は
数
十
万
円
か
ら
百
万
円
程
度  

で
あ
り
、投
稿
の
数
や
悪
質
性
に
よ
っ
て
は
さ

ら
に
増
額
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
３
）
　以
上
の
よ
う
に
、加
害
者
に
な
っ
た
場
合
に

は
刑
事
上
、民
事
上
の
賠
償
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

4.   

ま
と
め

（
１
）
　ど
の
投
稿
が
誹
謗
中
傷
と
さ
れ
る
か
と
い

う
の
は
実
は
判
断
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
い

で
す
。ま
た
、誹
謗
中
傷
で
な
く
て
も
、歌
や
画

像
、動
画
等
に
関
す
る
著
作
権
等
他
人
の
権

利
を
侵
害
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま
す
が
、そ

の
判
断
も
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

（
２
）
　他
人
の
権
利
を
侵
害
し
て
し
ま
う
と
既
述

の
よ
う
な
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の

で
、投
稿
す
る
前
は一旦
冷
静
に
な
り
、不
安
な

よ
う
で
あ
れ
ば
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
相
談

し
て
み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
総
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部

　
総
務
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企
画
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政
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催し・
講座

募集・
採用

健康・
子育て

消防
から

図書室
から

趣味・
スポーツ

役場
から

日時 会場 対象 定員 内容 料金 持ち物 申込 問合せ講師 締切

からだスッキリ教室

　肩こりや膝・腰の痛みが気になる、からだが重く感じること
はありませんか。からだの歪みや硬くなった筋肉が原因かも
しれません。コンディショニングは、自分自身でからだの歪み
や筋肉を調整し、美しい姿勢を手に入れることで、からだの調
子を整えることができる運動です。とても簡単で楽な運動に
なりますので、運動が苦手な人も気軽にお越しください。
　　5月9日、16日、23日、30日（いずれも月曜日）
　　午前10時～11時30分
　　農村環境改善センター
　　藤口健康運動指導士
　　内履き・飲み物・タオル・バスタオル・マスク
　　無料
　　25名程度
　　下記担当までご連絡ください。
　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

　令和3年度の住民税非課税世帯を対象に10万円の給付
金を支給する標記の件につきまして、対象の皆様に確認書を
送付してあります。
　確認書の提出期限が令和4年4月28日（木）となっていま
すので、まだ提出していない方はお早めに提出してください。
※令和3年中に転入してきた方や新型ウイルスの影響により
　家計が急変した方も対象になる場合があります。詳しくは
　福祉課までお問い合わせください。
　　　　住民福祉部　福祉課　福祉係　94-3133

住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金確認書の提出は4/28まで

・

農業委員会からのお知らせ
～平均賃借料について～

3 年 度
最高額 最低額平均額 データ数

44,100円 16,000円23,000円 84件

4 年 度

金額事業名

20,500円
ただし､20a未満の
圃場の場合17,500円

JA農地利用集積
円滑化事業

　弥彦村の令和３年1月～12月の賃借料(10aあたり)の
情報がまとまりましたのでお知らせいたします。今後賃借
契約を結ぶ際の参考としてください。
■基盤強化法による田(水稲)(弥彦村全域)

■その他参考

＜賃借料算出条件＞
①土地改良費は土地所有者が負担するものとして算出
②賃借料を現物で支払う場合で、特別の記載がないもの
　については各年産ＪＡこしいぶき１等米仮渡金単価で算出
③平均額は四捨五入し100円単位で算出
④地域の平均に比べて著しく低額あるいは高額なものは
　データより取り除いて算出
　　弥彦村農業委員会　94-1023

　弥彦村民で、住宅リフォーム工事を村内登録施工業者に
請け負わせた場合に最大10万円を助成します。
■助成対象工事
　現に居住している住宅の改修で、村内登録施工業者に請
け負わせた20万円以上（消費税を除く）のリフォーム工事。
詳しくはお問い合わせください。
※他の助成を受けた場合は対象外です。
※今までリフォーム助成を受けた住宅は対象外です。
■対象工事期間
　令和4年4月15日（金）から3月中旬までに工事代金の
支払完了と完了報告書を提出できるもの。
■助成金額
　対象工事費（消費税を除く）の10％（最大10万円）。
■対象者
①村税等に滞納がない方
②工事対象住宅の所有者又は所有者の親族（2親等以内）の方
③今までリフォーム助成を受けていない方
■注意事項
　事前に申請が必要です。申請書は建設企業課の窓口もし
くは村ホームページよりダウンロードしてください。
　予算に達した場合は、年度途中でも申請を締め切ることが
あります。
■施工業者
　事前に登録が必要です。建設企業課へお申し込みください。
　　　　産業部　建設企業課　土木管理係　94-1022

令和４年度 弥彦村住宅
リフォーム助成事業のお知らせ

・

　新型ウイルスの影響により延期となっておりました「弥彦
村議会議員条例」の説明会と３月議会報告会を下記のとおり
行います。
　　5月14日（土）　午後２時から２時間程度
　　農村環境改善センター
　　議会事務局　94-1028

弥彦村議会からのお知らせ
　ゴールデンウィーク期間中、4月29日（金）から5月5日（木）
までの期間、し尿の汲み取りは行いません。早めの汲み取り
をお願いします。
　　産業部　建設企業課　環境対策係　94-1022

ゴールデンウィーク期間中の
し尿汲み取りについて

編集
後記

廣瀬勝利  副村長　
退任のごあいさつ

ひ ろ  　 せ 　  か つ 　 と し

発行／弥彦村役場　〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3216
　　　ホームページアドレス  https://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス  yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務部総務課企画財政係　 発行日／令和4年4月8日 村HP 村公式Instagram

　令和二年四月に着任してから二年間が経過し、この三月末日をもって退任とな
りました。
　この間、新型ウイルス禍の期間と重なり、昼も夜も祭やイベントも全てにおいて
表立った行動ができなかったことが心残りです。
　しかし「動」が制限される代わりに「静」の弥彦村の良さを日々感じることができ
ました。また、溜めた力を結集して臨んだワクチン接種では官民一丸となった弥彦
村の強さを目の当たりにし、この一員に加えていただけたことが何よりの財産で
す。弥彦村出身者として今後も応援し続けていく所存です。
　二年前は例年になく早い開花で桜と共に弥彦村生活が始まりましたが、今年は
やっと蕾が色づいたところです。村民の皆様、弥彦村議会、村長や弥彦村役場の
職員が一丸となって弥彦村が満開となる日が訪れますよう祈念し、退任の挨拶と
致します。皆様のご理解・ご協力、本当にありがとうございました。

次号から担当がかわります。広報の仕事を通じて色んな人と出会えたり、弥彦村のイベントに
取材に行けたことは自分にとって貴重な経験となりました。４月から防災課に異動となります
が、一生懸命に頑張りますので今後ともよろしくお願いします。 Ⓝ
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からだスッキリ教室

　肩こりや膝・腰の痛みが気になる、からだが重く感じること
はありませんか。からだの歪みや硬くなった筋肉が原因かも
しれません。コンディショニングは、自分自身でからだの歪み
や筋肉を調整し、美しい姿勢を手に入れることで、からだの調
子を整えることができる運動です。とても簡単で楽な運動に
なりますので、運動が苦手な人も気軽にお越しください。
　　5月9日、16日、23日、30日（いずれも月曜日）
　　午前10時～11時30分
　　農村環境改善センター
　　藤口健康運動指導士
　　内履き・飲み物・タオル・バスタオル・マスク
　　無料
　　25名程度
　　下記担当までご連絡ください。
　　住民福祉部　健康推進課　健康推進係　94-3139

　令和3年度の住民税非課税世帯を対象に10万円の給付
金を支給する標記の件につきまして、対象の皆様に確認書を
送付してあります。
　確認書の提出期限が令和4年4月28日（木）となっていま
すので、まだ提出していない方はお早めに提出してください。
※令和3年中に転入してきた方や新型ウイルスの影響により
　家計が急変した方も対象になる場合があります。詳しくは
　福祉課までお問い合わせください。
　　　　住民福祉部　福祉課　福祉係　94-3133

住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金確認書の提出は4/28まで

・

農業委員会からのお知らせ
～平均賃借料について～

3 年 度
最高額 最低額平均額 データ数

44,100円 16,000円23,000円 84件

4 年 度

金額事業名

20,500円
ただし､20a未満の
圃場の場合17,500円

JA農地利用集積
円滑化事業

　弥彦村の令和３年1月～12月の賃借料(10aあたり)の
情報がまとまりましたのでお知らせいたします。今後賃借
契約を結ぶ際の参考としてください。
■基盤強化法による田(水稲)(弥彦村全域)

■その他参考

＜賃借料算出条件＞
①土地改良費は土地所有者が負担するものとして算出
②賃借料を現物で支払う場合で、特別の記載がないもの
　については各年産ＪＡこしいぶき１等米仮渡金単価で算出
③平均額は四捨五入し100円単位で算出
④地域の平均に比べて著しく低額あるいは高額なものは
　データより取り除いて算出
　　弥彦村農業委員会　94-1023

　弥彦村民で、住宅リフォーム工事を村内登録施工業者に
請け負わせた場合に最大10万円を助成します。
■助成対象工事
　現に居住している住宅の改修で、村内登録施工業者に請
け負わせた20万円以上（消費税を除く）のリフォーム工事。
詳しくはお問い合わせください。
※他の助成を受けた場合は対象外です。
※今までリフォーム助成を受けた住宅は対象外です。
■対象工事期間
　令和4年4月15日（金）から3月中旬までに工事代金の
支払完了と完了報告書を提出できるもの。
■助成金額
　対象工事費（消費税を除く）の10％（最大10万円）。
■対象者
①村税等に滞納がない方
②工事対象住宅の所有者又は所有者の親族（2親等以内）の方
③今までリフォーム助成を受けていない方
■注意事項
　事前に申請が必要です。申請書は建設企業課の窓口もし
くは村ホームページよりダウンロードしてください。
　予算に達した場合は、年度途中でも申請を締め切ることが
あります。
■施工業者
　事前に登録が必要です。建設企業課へお申し込みください。
　　　　産業部　建設企業課　土木管理係　94-1022

令和４年度 弥彦村住宅
リフォーム助成事業のお知らせ

・

　新型ウイルスの影響により延期となっておりました「弥彦
村議会議員条例」の説明会と３月議会報告会を下記のとおり
行います。
　　5月14日（土）　午後２時から２時間程度
　　農村環境改善センター
　　議会事務局　94-1028

弥彦村議会からのお知らせ
　ゴールデンウィーク期間中、4月29日（金）から5月5日（木）
までの期間、し尿の汲み取りは行いません。早めの汲み取り
をお願いします。
　　産業部　建設企業課　環境対策係　94-1022

ゴールデンウィーク期間中の
し尿汲み取りについて
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　令和二年四月に着任してから二年間が経過し、この三月末日をもって退任とな
りました。
　この間、新型ウイルス禍の期間と重なり、昼も夜も祭やイベントも全てにおいて
表立った行動ができなかったことが心残りです。
　しかし「動」が制限される代わりに「静」の弥彦村の良さを日々感じることができ
ました。また、溜めた力を結集して臨んだワクチン接種では官民一丸となった弥彦
村の強さを目の当たりにし、この一員に加えていただけたことが何よりの財産で
す。弥彦村出身者として今後も応援し続けていく所存です。
　二年前は例年になく早い開花で桜と共に弥彦村生活が始まりましたが、今年は
やっと蕾が色づいたところです。村民の皆様、弥彦村議会、村長や弥彦村役場の
職員が一丸となって弥彦村が満開となる日が訪れますよう祈念し、退任の挨拶と
致します。皆様のご理解・ご協力、本当にありがとうございました。

次号から担当がかわります。広報の仕事を通じて色んな人と出会えたり、弥彦村のイベントに
取材に行けたことは自分にとって貴重な経験となりました。４月から防災課に異動となります
が、一生懸命に頑張りますので今後ともよろしくお願いします。 Ⓝ
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　３月24日に、弥彦小学校で第52回卒業証書授与式
が行われ、卒業生86名が卒業証書を受け取り、新しい
環境へと巣立ちました。
　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

　３月25日に、村内３保育園で卒園式が行われました。
　弥彦保育園では22名、二松保育園では30名、ひか
り保育園では12名の卒園児が「１年生になったら頑張
りたいこと」や「将来の夢」を元気に発表していました。

◀

６年2組

◀

６年3組

◀

６年１組

◀

二松保育園

◀

ひかり保育園

◀

弥彦保育園

祝 ! 卒業・卒園
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「
五
年
に
一
回
開
催
を
お
願
い
し
ま

す
」「
そ
ん
な
に
遠
慮
し
て
い
い
ん
で
す

か
」。　昨

年
競
輪
の
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス「
寬
仁

親
王
牌
」開
催
の
お
礼
に
、日
本
競
輪
選

手
会
な
ど
中
央
の
団
体
を
訪
問
し
た
時

の
私
と
ト
ッ
プ
の
会
話
で
す
。

　昨
年
五
年
ぶ
り
に
弥
彦
開
催
が
実
現

し
ま
し
た
。こ
れ
で
念
願
の
定
期
開
催

の
道
が
開
け
た
と
の
感
触
を
得
ま
し
た
。

後
は
こ
れ
ま
で
同
様
、粘
り
強
く
陳
情

を
続
け
る
こ
と
で
道
は
必
ず
開
け
る
と

確
信
し
ま
し
た
。冒
頭
の
会
話
の
あ
と

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
三
年
で
開
催
が
決

ま
る
の
で
は
」と
も
感
じ
ま
し
た
。

　そ
れ
が
、な
ん
と
わ
ず
か
二
年
で
ま

た
弥
彦
で
の
開
催
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

開
催
日
は
令
和
五
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
二
十
二
日
で
す
。台
風
が
気
に
な
り

ま
す
が
、こ
れ
で
定
期
開
催
実
現
に
向

け
大
き
く
一
歩
前
進
し
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　地
元
競
輪
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
最
強

の
競
輪
選
手
の
レ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

　弥
彦
競
輪
場
が
活
気
あ
ふ
れ
る
競
輪

場
と
し
て
存
続
で
き
る
こ
と
も
保
証
さ

れ
ま
す
。し
か
も
開
催
で
約
八
十
億
円

も
の
売
り
上
げ
も
期
待
で
き
ま
す
。関

係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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